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が
ん
患
者
へ
の
相
談
支
援

を
語
る
秋
山
正
子
氏

女性医師・歯科医師の会

秋山正子氏（マギーズ東京）が講演

理
事
・
玉
川
尚
美

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

患
者
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

がん患者支援に学ぶ

自
分
ら
し
さ
取
り
戻
す
場
所

認
知
症
対
応
で
講
習
会

厚
労
省
が
学
習
動
画
公
開

に
、
何
を
承
継
し
て
、
何
を

承
継
し
な
い
の
か
を
契
約
書

で
明
確
に
し
ま
す
。
い
ま
抱

え
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
・
リ
ス

ク
は
、
破
談
や
対
価
減
の
原

因
と
な
る
の
で
、
承
継
前
に

解
決
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
、
取
引

業
者
関
係
の
ソ
フ
ト
面
も
、

承
継
の
周
知
や
、
こ
ち
ら
の

希
望
と
後
継
者
の
意
向
の
す

り
合
わ
せ
が
重
要
と
な
り
ま

Ｑ
：
近
い
将
来
、
閉
院
・
譲

渡
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
は
引
き
継
ぎ
ま
せ
ん
。

第
三
者
へ
の
引
継
ぎ
の
注
意

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
高
齢
に
な
る
と
、
相
続

や
医
院
の
承
継
が
気
に
な
り

ま
す
ね
。
承
継
で
き
ず
閉
院

・
解
散
と
な
る
と
、
患
者
の

引
受
先
、
ス
タ
ッ
フ
の
転
職

先
、
借
入
金
や
リ
ー
ス
残
債

務
の
処
理
、
自
身
の
引
退
後

の
資
産
確
保
な
ど
、
様
々
な

問
題
に
直
面
し
ま
す
。

　

医
療
法
人
（
持
分
あ
り
、

な
し
）
か
、
個
人
経
営
か

で
、
手
続
に
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
大
き
な
注
意
点
は
、

①
資
産
関
係
の
ハ
ー
ド
面
の

権
利
義
務
を
譲
渡
す
る
場
合

に
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め

す
。
③
承
継
の
対
価
は
、
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
資
産
評

価
に
加
え
て
、
顧
客
と
い
う

営
業
権
を
ど
う
評
価
す
る
か

が
問
題
で
す
。
高
く
設
定
す

る
と
、
承
継
者
は
新
規
開
業

を
選
び
、
売
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
④
承
継
の
際
、

各
官
庁
へ
様
々
な
手
続
が
必

要
と
な
る
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
が
不
可
欠
で
す
。

ど
の
方
向
で
進
む
に
せ
よ
、

円
満
な
承
継
に
は
手
続
面
、

医
業
面
で
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
遅
く
と
も
50
代
の
う
ち

に
承
継
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。

　

な
お
事
業
承
継
に
際
し
、

仲
介
す
る
専
門
業
者
が
「
中

立
」
の
事
業
者
だ
と
、
片
方

に
だ
け
便
益
を
図
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
ど
の
ス
キ
ー
ム
を
使
う

の
か
、
法
務
面
・
税
務
面
で

の
課
題
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
、
あ
な
た
に
だ
け

助
言
す
る
専
門
家
を
是
非
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
弁
護
士
・
楠
晋
一
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第22回 第三者への医院譲渡の注意点は？

承継内容を契約書で明確に

イラスト・辻井タカヒロ

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
は
、
が
ん
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
む
秋
山
正
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ギ
ー
ズ
東

京
・
セ
ン
タ
ー
長
、
看
護
師
）
に
よ
る
講
演
会
「
が
ん
に

な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜
本
当
に
求
め
ら
れ
る

支
援
を
学
ぶ
」
を
10
月
30
日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
い
た
。
秋

山
氏
は
、
東
京
・
豊
洲
に
あ
る
無
料
相
談
施
設
「
マ
ギ
ー

ズ
東
京
」
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
が
ん
患
者
と
の
向
き
合

い
方
や
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。
講
演
会

に
参
加
し
た
玉
川
尚
美
理
事
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

都
会
か
ら
遠
く
離
れ
た
ペ

ン
シ
ョ
ン
か
カ
フ
ェ
か
と
思

う
よ
う
な
建
物
―

―
。
マ
ギ
ー
ズ
東
京

の
写
真
を
み
て
驚
い

た
。
ほ
っ
と
し
て
、

し
ば
ら
く
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
て
み
た
く

な
る
。

　

秋
山
氏
は
訪
問
看

護
に
従
事
し
た
経
験

か
ら
、「
人
生
の
最
終
段
階

を
温
か
く
自
然
な
も
の
に
、

で
き
る
だ
け
重
装
備
に
な
ら

な
い
よ
う
な
支
援
」
を
目
標

と
し
て
活
動
さ
れ
て
き
た
。

２
０
１
６
年
、
英
国
発
祥
の

「
マ
ギ
ー
ズ
キ
ャ
ン
サ
ー
ケ

ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
の
日

本
第
１
号
で
あ
る
「
マ
ギ
ー

ズ
東
京
」
を
設
立
す
る
。
病

院
で
も
自
宅
で
も
な
い
「
第

３
の
居
場
所
」
、
「
第
２
の
我

が
家
」
と
し
て
が
ん
患
者
に

向
き
合
っ
て
き
た
。

　

が
ん
は
長
期
に
わ
た
り
再

発
・
転
移
の
不
安
に
悩
ま
さ

れ
る
。
マ
ギ
ー
ズ
で
は
友
人

の
よ
う
な
看
護
師
や
心
理
士

に
よ
る
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト

で
、
患
者
が
心
身
と
も
に
自

分
ら
し
さ
を
取
り
戻
せ
る
こ

と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と

い
う
。
活
動
に
心
か
ら
敬
服

す
る
と
同
時
に
、
や
は
り
行

政
に
よ
る
支
援
の
あ
り
方
に

は
不
十
分
さ
を
感
じ
る
。

　

我
わ
れ
医
療
者
も
患
者
に

じ
っ
く
り
向
き
合
え
ず
歯
が

ゆ
く
思
う
こ
と
は
多
い
。
生

き
づ
ら
い
現
代
に
お
い
て
、

自
分
を
取
り
戻
す
た
め
の
居

場
所
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
必

要
だ
。
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば

可
能
性
が
広
が
る
。

◇

　

講
演
の
動
画
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
事
務
局
ま
で
（
℡
０
６
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

10
月
30
日
、
堺
市
内
で
「
認

知
症
に
対
し
て
、
最
初
の
一

歩
」
を
テ
ー
マ
に
臨
床
講
習

会
を
開
い
た
。
坂
口
勝
氏

（
堺
市
開
業
、
写
真
）
を
講

師
に
７
人
が
参
加
し
た
。

　

坂
口
氏
は
30
年
以
上
に
及

ぶ
訪
問
診
療
の
経
験
か
ら
、

診
療
に
必
要
な
機
材
、
患
者

・
家
族
や
施
設
と
の
関
係
の

つ
く
り
方
、
請
求
方
法
に
至

る
ま
で
、
訪
問
診
療
を
は
じ

め
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
事

項
に
つ
い
て
、
症
例
を
交
え

て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
と
し
て

の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
や
認

知
症
の
症
状
、
分
類
に
つ
い

て
説
明
。
認
知
機
能
が
低
下

　

厚
労
省
は
こ
の
ほ
ど
、

「
医
療
現
場
に
お
け
る
暴
力

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
の

学
習
動
画
を
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し

た
。
動
画
製
作
の
編
集
委
員

を
務
め
、
８
月
に
協
会
で
講

演
し
た
三
木
明
子
氏
（
関
西

医
科
大
学
教
授
）
か
ら
情
報

提
供
が
あ
っ
た
。

　

動
画
は
、
患
者
の
迷
惑
行

為
に
関
す
る
基
礎
知
識
か

ら
、
日
頃
の
備
え
、
発
生
後

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
コ
ン

パ
ク
ト
に
解
説
。
ス
タ
ッ
フ

・
管
理
者
の
双
方
の
視
点
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ク
セ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
、
「
厚
労
省　

医
療
従
事

者
の
勤
務

環
境
の
改

善
」
で
検

索
。

し
た
高
齢
者
へ
の
ケ
ア
技
法

で
あ
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を

紹
介
し
た
。

　

坂
口
氏
は
「
患
者
が
高
齢

化
し
通
院
で
き
な
く
な
る
ケ

ー
ス
も
出
て
く
る
。
先
生
方

に
は
積
極
的
に
訪
問
診
療
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
訴

え
た
。

21・22年度　第８回　理事会報告　2021年11月13日
【前回理事会以降の活動】
・ 新型コロナ対応では、感染防止対策の継続支援金（８万円・10～12月分）
の申し込みについてFAXニュース（10月18日付）で会内に周知した。
・ 総選挙に向けた取り組みでは、機関紙で10回以上にわたり特集を掲載。街
頭宣伝、政策パンフレットの発行、政党アンケートの実施、議員懇談など
に取り組んだ。
【重点課題】
・ 政府が10月20日からオンライン資格確認の本格運用を開始したことに対し
て抗議、実態を国民に周知するよう要請する。
・ 保険でより良い歯科医療を求める署名の取り組みでは、歯科医療費の総枠
拡大と共に、来年10月からの75歳以上の窓口２倍化を阻止するために11月
末まで取り組む。
・ 新型コロナへの対応を中心に大阪府交渉を12月15日に取り組む。診療報酬
改定改善の取り組みを強めるため、国会要請行動などに取り組む。
【会務運営】
・中央新点数説明会を３月21日に会員限定で開催することなどを確認した。

　

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
26
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
が
閉
幕
し
た
。

「
世
界
の
気
温
上
昇
を
１
・
５
度
に
抑
え

る
努
力
を
追
求
す
る
」
と
し
た
成
果
文
書

を
採
択
し
た
も
の
の
、
石
炭
火
力
発
電
の

廃
止
に
後
ろ
向
き
な
日
本
は
国
際
社
会
か

ら
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
。
政
府
は
会
議

で
の
議
論
を
受
け
止
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
根
本
か
ら
転
換
す
べ
き
だ
。

　

気
候
変
動
対
策
は
世
界
共
通
の
最
優
先

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
温
暖
化
が
進
め
ば

異
常
気
象
や
海
面
上
昇
を
も
た
ら
し
、
人

命
や
暮
ら
し
を
脅
か
す
重
大
な
問
題
を
招

く
か
ら
だ
。
未
知
の
感
染
症
の
リ
ス
ク
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
会
議
で
は
２
０
０
近

い
国
と
地
域
が
目
標
達
成
へ
合
意
し
た
。

　

岸
田
首
相
は
、
ア
ジ
ア
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
ゼ
ロ
へ
「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
」
と
表
明
し
た
が
、
国
内
の

石
炭
火
力
の
廃
止
に
言
及
し
な
か
っ
た
。

無
責
任
な
姿
勢
に
対
し
、
環
境
団
体
か
ら

は
不
名
誉
な
「
化
石
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

受
賞
は
２
回
連
続
で
あ
り
、〝
環
境
後
進

国
〞
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

　

10
月
に
決
定
し
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
は
、
原
発
依
存
の
拡
大
と
と
も

に
石
炭
火
力
を
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

明
記
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
消

極
的
な
従
来
の
計
画
に
固
執
し
た
ま
ま
で

は
目
標
達
成
は
見
通
せ
な
い
。
世
界
第
５

位
の
二
酸
化
炭
素
排
出
大
国
と
し
て
、
責

任
あ
る
行
動
を
取
る
べ
き
だ
。

　

今
や
「
脱
炭
素
」
は
産
業
活
動
と
し
て

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
各
国
企
業
は
商

機
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
の
技

術
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
国
と
し
て
積

極
的
に
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ま
ね
ば
、

国
際
競
争
で
後
塵
を
拝
す
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
で
は
「
再
エ
ネ
は
不
安
定
」
と
の

言
説
が
は
び
こ
る
が
、
欧
州
で
は
時
代
遅

れ
の
議
論
だ
。
電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
で
管

理
す
る
手
法
が
確
立
し
て
お
り
、
各
国
は

競
っ
て
再
エ
ネ
を
促
進
し
て
い
る
。
日
本

が
国
際
社
会
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
具
体

的
な
行
動
を
示
す
ほ
か
な
い
。
削
減
目
標

の
引
き
上
げ
や
石
炭
火
力
の
廃
止
に
踏
み

出
す
べ
き
だ
。
次
世
代
の
生
命
環
境
に
大

き
な
負
荷
を
残
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

春夏秋冬

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
閉
幕

脱
石
炭
へ
責
任
あ
る
行
動
を


